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 節分には、さまざま風習があって、おもしろいですね。私は、大人になってから節分らしいこと
をしなくなりましたが、今年は、友達の子供と一緒に鬼の面を被ったり、豆まきをしたり、節分を
楽しみました。 
 

 最近、雪が降ったり、ちょっと寒すぎませんか？インフル
エンザも流行していますので、みなさん、手洗いうがいをし
ましょう！！ 
 さて、２月といえば「節分」です！私が子供のころは、父
が鬼の面を被り、鬼に向かって豆をまき、歳の数だけ豆を食
べた思い出があります。 

日本の風習 
「季節の変わり目」のことをいい、
１年に４回あるのはご存知です
か？「立春・立夏・立秋・立冬」
の前日で、季節の終わりの日のこ
とをいいます。なかでも「立春」
の前日は、１年の終わりで重要と
されていたため、２月の節分だけ
が風習として残っているそうです。 
 

「節分」とは？！ 

 節分の豆は、炒った大豆が一般的ですが、落花生や餅などを使用するところもあるそうです。ま
た、その豆を枡に入れ、神棚に供えてからまく地方もあるそうです。炒った豆を使用するのは、旧
年の厄災を負って払い捨てられるものという意味があります。 
 豆まきの掛け声は「鬼は外、福は内」というのが多いと思いますが、地域や神社などによって、
さまざまです。例えば、鬼を祭神または神の使いとしている神社・寺社、「鬼」が付く地名の地域
では「鬼も内（鬼は内）」と言うそうです。 
 また、和歌山の風習のなかに、「神棚に供えた炒り豆の残りを、初雷鳴のときにいただくと雷に
打たれない」とも言われています。 
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